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従来のトラック •運行、積込み、荷降ろしまですべてドライバーが行う 
•ドライバーの積み降ろし作業の負担増 
•積み降ろしに時間がかかり拘束時間が延びる 
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１セット ：  
ヘッド１台＋コンテナ３個 

①接車する ②エアサスを上げて 
アウトリガーを設置
する 

③ロックボルトを外す ④エアサスを下げて 
分離する 

コンテナを切り離す事で、荷役分離が可能となり、更には手持ち 

 時間を無くすことができる【労務コンプライアンス】 

折り返し運行が可能となり運行回数が増える【輸送効率向上】 

車検はヘッド部分のみで、コンテナ部分は不要【運用コスト削減】 

脱着工程は単純で女性・シニアでも扱いやすく作業は約２０分  

 （スキルを習熟したドライバーの場合）【人材確保】 

 

【脱着場所での留意点】 

積み降し地は直線距離で30mのスペースが必要です 

勾配・不整備地では脱着ができません  

脱着可能な荷台により輸送効率向上 
  

ホームロジスティクス様と共同でスワップボディ車２セットを導入し

運行効率向上の取り組みを行っています。 

ドライバー業務と荷役業務を分離することで、労務コンプライアン

ス・輸送効率向上・コスト削減・人材確保を実現しました。     

•ドライバー業務と荷役業務を分離する 
•ドライバーの負担が軽減される 
 （荷役作業は荷主様が行う） 
•運行数が増え、輸送効率は向上 

スワップボディ車（脱着ボディコンテナ&ヘッド） ※けん引免許不要 
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